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片瀬・江の島まちづくり協議会では『片瀬・江の島っ子の未来を語り合おう！Part.2※）〜小
学生の放課後の居場所はどこ？〜』と題して，10月29日(土)片瀬市⺠センターにおいて平成28
年度の第2回地区集会を開催しました。
当日は，市⻑や副市⻑，市職員等含む総勢約１００人が出席し，小学生は放課後をどこでどの

ように過ごしているのか，地域の環境や現状の様々な課題等について，グループトーク形式で有
意義な意⾒交換を⾏うことができました。
今後も小学生の放課後の居場所について，関係団体と共に議論を継続してまいります。
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※）「なぜPart２なの？」と思われている方へ
平成27年10月に「片瀬地区に暮らす子ども達にとって必要な環境とは何か」をテーマとして，市⻑とも意⾒交換

ができるグループトークを⾏いました。今回はその続編（第2弾）として，片瀬小学校児童，保護者アンケートの
結果も踏まえ，「放課後の居場所」にテーマを絞った地区集会を開催しました。
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⾃分の意⾒

○子どもの居場所づくりと施設管理の兼ね合いをどう
つけるか。現場で話し合いながらルール作成できた
らよいと思う。

○家に帰っても話す相手がいない子どもが多い現在，
子どもは大人とのコミュニケーションを欲している
と感じる。

○具体的に，しおさいセンターを子ども居場所として
整えていったらいいのではないでしょうか。

○子ども達を⾒守る環境を作るためには，シニア世代
に頼るだけでなく，現役世代が積極的に関与するこ
とが大切と思います。

○片瀬山コミュニティハウスが10月にオープンして小
学生が来ている。

○みなさんとても寛大に，子ども達を⾒守ってくだ
さっていて，実際マナーの悪いこともあり，ご迷惑
をおかけしています。

○学年ごとに校庭優先日を設ける。地域の大きな公園
にローカルルールを設ける。

○シニア世代からは，⾒守り役は大勢いるという⼼強
いご意⾒をいただき，未来は望みがあると思いまし
た。

○「地域で子どもたちを育てよう」という熱い⼼に感
動しました。

○子どもを応援する活動に，より多くの方が参加でき
るような仕組み（担い手づくり）を充実させると，
より活発な地域づくりにつながると思いました。

○わかりやすいルール作りも大切ですが，子どもたち
が⾃分たちで考えて，マナーを守っていく，しつけ
や教育がもっと大切だと思います。

○ルール作りの場に子どもも参加するのはどうでしょ
う。公園に限らず，この場に子どもがいるといいで
すね。来年度は，子どもの参加も希望します。社会
参加意識の形成にもつながると思います。

○班の人たち，熱⼼に話しあいました。とても参考に
なり，良かったです。

◆グループトークで伝えられなかったこと ◆今後とりあげてほしいテーマ
○子ども学習支援
○子どもの放課後の居場所。継続的なテーマだと思い

ます。
○放課後だけでなく夏休みの子どもの過ごし方も考え

ていってもらえたらと思います。
○子どもの安⼼・安全な環境づくりについて
○年代別の育て方を。楽しく。我慢も必要。
○高齢者対象とした避難（訓練）をどうするか。
○地域での⾒守り⼒を高めるにはどうしたらよいか？
○異世代交流で地域を盛り上げ，足りないところを補

いあえるようなシステム。子どもだけ，高齢者だけ
のテーマにせず，混ぜ込んでしまえばいいと思う。

◆日頃感じている地域の課題・意⾒
○子どもの居場所，遊び場所があると良い。
○アンケートでは，公園遊びの割合が多かったですが，

日々の様子をみると少なく思う。こども目線での遊
びやすい環境づくりが課題に感じる。

○子どもの育ちは，大変気になっている。子どもの姿
が公園に少ないことです。「子どもの声がうるさ
い！」の声がある中，子どもの声があふれるまちづ
くりを様々に検討していきたいと日頃感じています。

○しおさいセンターに居るこどもへの注意の仕方につ
いて，もう少し，子どもの気持ちに沿ってほしいと
思います。

○防災対策
○市のチャイムと子どもの家の閉館時間があっていな

い月があるので合わせてほしいと思います。
○学校施設の新旧の差異が地域によってあるとの話を

聞きます。状況の⾒える化が必要だと思います。
○放課後の居場所と同時に，不審者対策など，こども

の⾒守りも緊急課題だと思います。
○担い手が少ない。ボランティアを増やしたい。
○小学生，中学生がドロップアウトすることは，地域

の安定性と直結します。小中学生がよく学び，遊び，
友達をつくるようになることが，「人の和」づくり
未来をつくることになると思います。

■市長・副市長のコメント■

最初に，市⻑から市全体の課題や進めていることに
ついてのお話をしていただきました。
その後，今回の地区集会でこのテーマに至った経緯

を⻘少年健全育成部会の三觜協⼒員からご説明いただ
きました。
そして，６班に分かれて参加者同士のグループトー

クがスタート。そこに，市⻑・副市⻑らがグループを
回り，参加者と意⾒交換・交流をしていただきました。
主な話題としては，子どもの遊び場と⾒守る環境，

公園の使い方等についての意⾒が交わされました。
詳細は中面をご覧ください。

《鈴⽊市⻑》皆さんはまさしくマルチパートナーシップの担い手。皆さんの意⾒を大切にし
ながら，⾏政を作っていきたい。

《宮治副市⻑》今までの意⾒交換会で各地区を回ってきたが，グループトークを⾏ったのは
片瀬地区だけだった。片瀬地区は住⺠⾃治に関して非常に意識が高い。色々な地区を回って
きて，様々なご意⾒・提案を伺う中で新しい課題等も⾒えてきたので，もっと勉強していき
たい。

《小野副市⻑》グループトークに参加してみて，強い想いを感じることができた。社会が子
どもを大人に育てていくものだが，その環境を作るのは⾏政の役割である。こういった地区
単位のご意⾒から市政全般が形成されていくものであるので，ローカルからグローバルに物
事を作っていきたい。

参加者 グループトークについて



《１ 班》 《２ 班》

○児童クラブを卒業した後，地域の担い手
になれるような仕組みがあると良い。

○片瀬山市⺠の家では，受付当番がいる。
他の市⺠の家も同じようなシステムにな
ると良い。特に片瀬小学校に近い片瀬浪
合市⺠の家が学校開放の拠点になると良
い。

○子どもの居場所の⾒守りをする人を育て
るコーディネーターが必要で，⾏政がそ
の核を担ってほしい。

○雨の日でも遊べるような屋根がある遊び
場，トイレ・時計がある遊び場，⾒守り
をしてくれる人がいる遊び場がほしい。

○片瀬小学校及び片瀬浪合市⺠の家を効率
的に活用し，低学年は片瀬浪合市⺠の家
で，高学年の授業が終わるまで，待機場
所として宿題等ができるようにすると良
い。

○その事業を運営する上で，核となる運営
⺟体をどうするか，また実際の運営メン
バーをどのように確保していくかが課題
である。

○地域の色々な方々の協⼒を得ながら少し
ずつ取り組んでいこう。

各グループトークの結果報告

片瀬小学校アンケート結果（抜粋）

《３ 班》

○片瀬海岸にこどもらんどのような施設が
欲しい。空き家を利活用できれば良いの
だが，予算・人材の面で実現が難しい。

○公園に，子どもが遊ぶ遊具が欲しい。
○子どもの居場所には，子どもを⾒守って
くれる人がいると安⼼できる。シニア世
代からは協⼒しますとの声があった。

○学校を開放する場合，学年ごとに優先順
位を作ったら，学年内の交流になるので
はないか。

《４ 班》

○アンケート結果から，子どもの家や公⺠
館の利用が増えて，地域に子どもたちが
出てきたのは良いこと。子どもが公共マ
ナーを学ぶチャンスとしたい。

○しおさいセンターに貼ってあるポスター
は禁止事項ばかりで大人が⾒ても不快に
なる。

○片瀬小学校や片瀬浪合市⺠の家を有効活
用したいが，子ども達を⾒守る人が必要
である。ＰＴＡの方も参加していけたら
と話し合っている。

○課題はあるが，子ども食堂，片瀬山コ
ミュニティハウスも地域コミュニティの
場として，親子共々笑顔になっているの
で，今は良しとしたい。

《５ 班》

○公園内のボール遊びは禁止されていると
思っていたが，公園課⻑によれば，迷惑
にならない範囲であれば，状況に応じて
⾏っても良いとのこと。

○子どもたち⾃身がルールを考え，近隣住
⺠の気持ちも考え，お互いを思いやりな
がら使える公園が出来れば良いと思う。

○面積が広い公園であれば，⾃主的に使う
ことができるので，ボール遊びができる
公園として，試験的に実施してみてはど
うか。

○学校等で，子ども達が使い方を話し合い，
率直な意⾒が聞ける場がほしい。

○山本公園などは，⾃然を活かしてアスレ
チックのような設備が欲しい。

○放課後の遊び場と，遊ぶ際の人数について
アンケート内容
小学２年生から６年生を対象に，放課後の遊び場１０箇
所からよく遊ぶ場所３箇所を選択してもらい，遊ぶ際の
人数についても回答してもらった。※１６年前にも同様の
アンケートを実施

１６年前との⽐較
男子は片瀬公⺠館・片瀬しおさいセンターが選択数・平均
人数共に大幅に増加した。
⼥子は，こどもらんどの選択数・平均人数が増加した。
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全てのアンケート結
果をお知りになりた
い方は，ポータルサ
イトへどうぞ！

男子 ⼥子

○公園ごとにできるものを決めたら良いの
では，特にみどりの広場は球技ができる
場にしてみてはどうか。

○⺟親が働いている家庭も多く，家に居場
所が無くなった子ども達が公園でゲーム
をするようになったのでは。

○江の島に公園がなく，オリンピックの整
備と一緒に公園を作ってほしい。

○公園のルール作りについて，どのように
進めたら良いか，取り組みやすい公園を
選びモデル案を作って，話し合いの場を
設けるところから始めてみてはどうか。

○アンケートで子どもたちにどんな遊びを
していて，どんな遊びをしたいのかを聞
いてみてはどうか。

《６ 班》


